
国際博覧会協会との「協議」 

 

 昨日 2日午前、「夢洲懇談会」の一員として、大阪府咲洲庁舎（コスモタワー）43階

の博覧会協会会議室で行われた協議に参加した。会議室から

万博予定地・夢洲は見えなかったが、雨に霞んだ咲洲のコン

テナターミナルなどを確認できた。進行役「補助」を務めた

ので、ざっと協議の流れを振り返りたい。 

まず、4月 20日提出「夢洲の土壌と環境問題から万博計画

の見直しを求める要望書」、7月 4日提出の「大阪・関西万博

『環境影響評価 準備書』に向けての質問書」に対する回答が口頭であった。あとから

コメントするが、検討中とか協会とは関係ないなどという回答も多かった。 

続いて 9 人の参加者から、環境アセスメント、法令遵守、

会場計画と収支計画、大阪港の経営と財政、夢洲の土壌問題

と会場計画、SDGsと万博・跡地計画などについて質疑を行っ

た。環境アセスなど一部について明確になったこともあるが、

全体として生煮えの質疑に終った。協議の記録は後日、夢洲

懇談会から公開されるので、私なりに感じたことを 3 点だけ

指摘しておきたい。 

 第 1 に、博覧会協会の「姿勢」である。私たちは要望書や

質問書で文書による回答を求めてきたが、協議でも文書回答はできないと拒んだ。大阪

市などとの協議では、文書回答にもとづいて意見交換するのが通例だ。なぜ文書回答が

できないのか質したが、明確な回答はなかった。協会からの口頭回答で 30 分が経過。

協議の時間や誤解を招かないためにも、引きつづき文書回答を求めたい。前回から協会

メンバーは大幅に替わっていた。各種団体の「寄り合い所帯」と言われるが、組織とし

ての責任体制、まとまりに不安を感じた。協会は夢洲での万博開催だけが仕事であり、

あとは大阪市などの問題だと責任転嫁する姿勢にも疑問を感じた。 

 第 2は、環境アセスメントについてである。昨春に方法書が確定して、準備書作成が

進められているが、今年 12月頃に公告・縦覧する予定のようだ。コロナ禍の会場計画、

絶滅危惧種などの調査など、環境アセスメントの新たな課題も多い。私たちとしても、

環境保護団体などと協働して準備書に対する「準備」をしていきたい。 

 第 3は、万博の財政問題と跡地利用である。「大屋根」などによる会場建設費アップ、

2800 万人の集客を前提とした万博運営費など、協議をつうじて多くの課題も明らかに

なった。夢洲の埋立事業を中心に「港営会計」や大阪港経営の悪化についても指摘した。

大阪万博は SDGsをキャッチフレーズにするが、会場計画はそれと矛盾することが多い。

万博の跡地計画についても、SDGsの視点から真摯な検討が求められる。 

                              （2021年 9月 3日） 


